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1

本
展
は
、
2
0
1
7
年
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直な

お

虎と
ら

」と

連
動
し
た
展
覧
会
で
す
。
江
戸
時
代
、

井い

伊い

氏
は
彦
根
三
〇
万
石
の
譜
代
筆

頭
の
大
名
で
、
歴
代
当
主
は
幕
府
の

要
職
に
就
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
幕

末
に
大
老
と
し
て
難
局
に
立
ち
向

か
っ
た
井
伊
直な

お

弼す
け

は
、
ご
存
知
の
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
戦
国
時

代
の
井
伊
氏
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

波
乱
に
満
ち
た

井
伊
氏
の
歴
史

井
伊
氏
は
遠
江
国（
現
静
岡
県
）井

伊
谷
を
拠
点
と
し
ま
し
た
。
そ
の
周

辺
を
、東
に
足
利
一
門
で
あ
っ
た
今
川

家
、
北
に
甲
斐
源
氏
の
名
門
・
武
田

家
、
そ
し
て
西
に
次
第
に
頭
角
を
あ

ら
わ
し
て
き
た
織
田
家
ら
が
取
り
巻

い
て
い
ま
し
た
。
第
一
章「
動
乱
を
超

え
て
|
東
海
の
戦
国
大
名
と
井
伊

氏
|
」で
は
、周
辺
の
戦
国
大
名
ゆ
か

り
の
作
品
を
通
し
て
、
東
海
地
方
の

戦
国
時
代
を
概
観
し
ま
す
。

続
い
て
第
二
章「
遠
江
の
雄
|
井

伊
谷
の
領
主
と
し
て
|
」で
は
、井
伊

氏
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。
戦
国
時
代

の
井
伊
氏
は
、今
川
家
に
従
属
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
1
5
6
0
年（
永
禄

3
）、
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
軍
に
従

軍
し
た
当
主
の
直な

お

盛も
り

が
討
死
し
、そ
の

跡
を
継
い
だ
直な

お

親ち
か

は
、
謀
反
の
疑
い
で

殺
害
さ
れ
ま
す
。
家
督
を
継
げ
る
一

族
の
者
た
ち
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、

残
さ
れ
た
の
は
、
直
親
の
幼
子
、の
ち

の
直な

お

政ま
さ

の
み
で
し
た
。一
族
断
絶
の
危

機
に
追
い
込
ま
れ
た
井
伊
氏
は
、直
虎

を
直
政
の
後
見
人
と
し
、
苦
難
の
状

況
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

徳
川
家
の
繁
栄
を
支
え
た

四
人
の
男
た
ち

1
5
7
5
年（
天
正
3
）、
成
長
し

た
直
政
は
、
徳
川
家
康
の
家
臣
に
取

り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
家
康
は

桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
家
か
ら
独
立

を
果
た
し
、
織
田
信
長
と
の
同
盟
を

後
ろ
盾
に
し
て
、勢
力
拡
大
を
図
っ
て

い
た
の
で
す
。
後
に
家
康
は
、
幾
多
の

抗
争
を
経
て
、天
下
統
一
を
果
た
し
ま

す
。そ
の
背
景
と
し
て
、
有
能
な
家
臣

団
の
大
き
な
功
績
が
あ
り
ま
し
た
。な

か
で
も
酒
井
忠
次
・
本
多
忠
勝
・
榊
原

康
政
・
井
伊
直
政
は
、の
ち
に「
徳
川
四

天
王
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、合
戦
な
ど

で
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。第

三
章「
徳
川
家
康
と
四
天
王
」で
は
、

直
政
と
と
も
に
戦
国
の
世
を
生
き
抜

井伊直親ゆかりの笛
神社外で初公開
浜松市指定文化財　青葉の笛　
戦国時代　寺野六所神社蔵

井伊直政の太刀
太刀　銘 来国光
鎌倉時代　彦根城博物館蔵（井伊家伝来資料）

「直虎」の花押が入った唯一の書状
浜松市指定文化財　井伊直虎・関口氏経連署状
1568年（永禄11）　蜂前神社蔵　
浜松市博物館保管

戦国!
井
伊直虎から

直
政
へ

特別展

2017年NHK大河ドラマ
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い
た
徳
川
家
康
や
徳
川
四
天
王
ゆ
か

り
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

直
虎
が
保
っ
た

井
伊
家
の
命
脈

1
6
0
0
年（
慶
長
5
）、
直
政
は

関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
生
涯
で
最

大
の
武
功
を
あ
げ
、
徳
川
方
の
勝
利

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
戦
後
の

論
功
行
賞
に
お
い
て
直
政
は
、
敵
将

石
田
三
成
の
居
城
で
あ
っ
た
佐
和
山

城
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

関
ヶ
原
で
受
け
た
鉄
砲
傷
が
悪
化
し

た
影
響
も
あ
り
、
1
6
0
2
年（
慶

長
7
）、
佐
和
山
城
で
没
し
ま
し
た
。

直
政
没
後
、そ
の
遺
志
は
、息
子
で
あ

る
直な

お

継つ
ぐ
・
直な

お

孝た
か

が
引
き
継
ぎ
、直
継
は

彦
根
城
築
城
に
着
手
し
、
直
孝
は
大

坂
の
陣
で
活
躍
し
ま
し
た
。
第
四
章

「
遠
江
か
ら
近
江
へ
|
直
政
、
彦
根

藩
創
設
へ
の
道
程
|
」で
は
、彦
根
藩

井
伊
家
伝
来
の
作
品
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
直
虎
が
存
亡
の

危
機
に
瀕
し
た
井
伊
氏
を
守
り
、
直

政
が
彦
根
藩
井
伊
家
の
礎
を
築
い
た

歴
史
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
困
難

な
状
況
の
中
、一
人
の
人
間
が
一
族
を

守
り
、
そ
の
後
家
が
大
き
く
発
展
し

て
い
く
物
語
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
学
芸
員

杉
山
哲
司
）

猛将・本多忠勝の
具足
重要文化財　
黒糸威胴丸具足
安土桃山時代　
個人蔵（岡崎市寄託）

戦場ではためく、井伊の旗印
朱地井桁紋金箔押旗印
桃山時代　彦根城博物館蔵（井伊家伝来資料）

information

2017年NHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」特別展

戦国!井伊直虎から直政へ
会期：平成29年7月4日（火）～8月6日（日）
休館日：7月10日（月）、18日（火）、24日（月）、31日（月）
開館時間：9：30～17：30 

（土曜日は19：30まで、7月21日〔金〕、28日
〔金〕、8月4日〔金〕は21：00まで開館）
＊入館は閉館の30分前まで

＊（ ）内は20名以上の団体料金。
＊次の場合は特別展観覧料が無料です。中学生以下。身
体障害者手帳・愛の手帳・療育手帳・精神障害者保健
福祉手帳・被爆者健康手帳をお持ちの方と、その付き添
いの方（2名まで）。
＊前売券は4月4日（火）～7月3日（月）まで販売。
＊ 7月28日（金）はプレミアムフライデー割引（江戸東京博
物館で15:00以降に特別展当日券を購入する方は100円
割引）。
◎チケット販売場所：東京都江戸東京博物館、公式オンライ
ンチケット（手数料無料/自宅発券・スマホ入場）、チケット
ぴあ（Pコード：990-968）、ローソンチケット（Lコード：
31848）、e+（イープラス）、CNプレイガイド、楽天チケッ
ト、Yahoo!チケット、セブン-イレブン（セブンチケット）、
JTBエンタメチケット等で販売。

＊手数料がかかる場合がございます。
＊特別展・常設展共通券は東京都江戸東京博物館のみの
販売となります。

主催：公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都江戸
東京博物館、NHK、NHKプロモーション

協賛：日本写真印刷、ハウス食品グループ、ロート製薬
特別協力：浜松市博物館

観覧料（税込） 特別展専用券 特別展・
常設展共通券 特別展前売券

一般 1,350円
（1,080円）

1,560円
（1,240円） 1,140円

大学・
専門学校生

1,080円
（860円）

1,240円
（990円） 870円

高校生・
65歳以上

680円
（540円）

780円
（620円） 470円

❶井伊直虎・直政の時代～展覧会の見どころ～
講師：杉山 哲司（学芸員）
日時：7月13日（木）
申込締切：6月28日（水）

❷直虎の時代の絵画
講師：石上 充代（静岡県立美術館 上席学芸員）
日時：7月20日（木）
申込締切：7月5日（水）

❸中世井伊谷の景観
講師：齋藤 慎一（学芸員）
日時：7月27日（木）
申込締切：7月12日（水）

＊時間はいずれも14:00～15:30
＊往復はがきによる事前申し込み制となります。応募方法
や受講料など詳細は、江戸東京博物館ホームページ、お
よび館内配布チラシなどでご確認ください。
http://www.edo-tokyo-museum.or.jp

日時：7月21日（金）、28日（金）、8月4日（金）
各日18:00～　場所：1階特別展示室
学芸員による展覧会の解説を行います。
＊特別展観覧券が必要です。

えどはくカルチャー特別展関連講座

フライデー・ナイトトーク
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企
画
展「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
1
7
」

地
域
展「〝
速
報
〞四
谷
一
丁
目
遺
跡
│
麹
生
産
に
み
る

江
戸・東
京
│
」

6
月
3
日（
土
）〜
7
月
23
日（
日
）

特
集
展
示「
東
海
道
五
拾
三
次
展
」

7
月
25
日（
火
）〜
8
月
27
日（
日
）

5
階
常
設
展
示
室

「
庶
民
の
旅
と
祈
り
」

「
江
戸
の
美
」コ
ー
ナ
ー
他

日
本
列
島
の
各
地
で
毎
年
約
8
0
0
0

件
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
成
果
を
文
化
庁
が
中
心
と
な
っ
て
企
画

し
、
全
国
を
巡
回
し
て
い
る
展
覧
会
が

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
」展
で
す
。

今
年
度
は
、発
掘
成
果
の
速
報
展
に
加

え
て
、
特
集
1「
復
興
の
た
め
の
文
化

力
」、
特
集
2「
発
掘
さ
れ
た
水
中
遺
跡
」

で
巡
回
す
る
中
核
展
が
構
成
さ
れ
ま
す
。

江
戸
東
京
博
物
館
会
場
の
み
の
地
域

展
は「〝
速
報
〞
四
谷
一
丁
目
遺
跡
│
麹
生

産
に
み
る
江
戸
・
東
京
│
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

東
京
そ
し
て
全
国
に
ま
だ
ま
だ
眠
る

文
化
財
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

歌川広重の保永堂版「東海道五拾三次」
の主要作品と旅の道具などを通して、江
戸時代の旅を解説します。

四谷一丁目遺跡の地下式麹室

「東海道五拾三次之内 庄野白雨」　
天保中期　資料番号：08100046

旅道具（右端から時計回りに、小田原提灯・早道・方位磁石・道中弁当箱・
鯨枕・懐中燭台）　
資料番号：89200273・89200263・89207572・89200269・89207525・
89200270

information

「発掘された日本列島2017」
主催：文化庁、東京都、東京都江戸東京博物館、東京新聞、全国新聞社事業協議会　
協力：全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会、全国埋蔵文化財法人連絡協議会、
　　 公益財団法人元興寺文化財研究所、共同通信社
後援：全国史跡整備市町村協議会

地域展「“速報”四谷一丁目遺跡─麹生産にみる江戸・東京─」
主催：東京都、東京都江戸東京博物館　
　　 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 東京都埋蔵文化財センター
協力：東京都教育委員会、UR都市機構

次回
企画展

「徳川将軍家へようこそ」（仮）
会期：8月11日（金）～9月24日（日）
主催：東京都、東京都江戸東京博物館、公益財団法人 德川記念財団

2004年（平成16）度以降、毎年、德川記念財団と共同で実施してきた
展覧会です。徳川将軍家に関する資料を、特定のテーマに基づいて紹
介いたします。
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夕
方
に
は
邦
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
落
語

に
よ
る
怪
談
を
、
土
曜
日
の
夕
方
に
は
講

談
に
よ
る
怪
談
を
行
い
ま
す
。
蒸
し
暑
い

夜
、
涼
し
い
展
示
室
内
で
、
演
奏
や
話
芸

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊
夜
間
特
別
開
館
に
つ
い
て
は
6
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

1

2

常
設
展
示
室
5
階
の
芝
居
小
屋
・
中
村

座
の
前
で
、
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
期
間

を
設
け
て
、
落
語
・
太だ

い

神か
ぐ
ら楽
・
邦
楽
な
ど

様
々
な
伝
統
芸
能
の
実
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
、
海
外
か
ら
お
越
し
の
お
客

様
か
ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

夜
間
特
別
開
館
実
施
日
の
金
曜
日
の

平
成
27
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
来
、
常

設
展
示
室
で
は
83
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
解

説
端
末
に
よ
り
、
各
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

様
々
な
言
語
で
解
説
し
て
き
ま
し
た（
日

本
語
と
英
語
は
解
説
板
に
表
示
し
て
い
ま

す
）。
中
国
語（
簡
体
字
）・
韓
国
語
・
フ
ラ
ン

ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
4
言
語
で
ス
タ
ー
ト

し
、
昨
年
ド
イ
ツ
語
・
ロ
シ
ア
語
が
加
わ
っ

て
6
言
語
に
。そ
し
て
、今
春
、中
国
語（
繁

体
字
）・
イ
タ
リ
ア
語
・
タ
イ
語
が
加
わ
り
、

あ
わ
せ
て
9
言
語
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
言
語
を
選
択
す
る

と
、
各
言
語
で
展
示
の
解
説
を
お
読
み
い

た
だ
け
ま
す
。
江
戸
東
京
の
歴
史
と
文
化

え
ど
は
く
寄
席
に
お
越
し
く
だ
さ
い

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
解
説
端
末
で
展
示
を

9
言
語
で
解
説
し
て
い
ま
す

昨年のえどはく寄席　講談による怪談の公演

常設展示室のタブレット型解説端末 タブレット型解説端末の言語選択画面



研究の
散歩道
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あ
る
目
的
を
も
っ
て
古
文
書
を
読
み

進
め
て
い
る
と
全
く
予
期
せ
ぬ
別

テ
ー
マ
の
、
そ
れ
で
い
て
か
な
り
興
味
深
い

記
録
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。し
か
も
得
て

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
金
額
・
内
容
と
も
に
興

味
が
尽
き
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
貴
重
な
記

録
と
い
え
る
が
、
こ
の
史
料
的
価
値
を
さ
ら

に
高
め
て
い
る
の
が
こ
の「
記
録
」に
書
き
留

め
ら
れ
た
関
連
情
報
で
あ
る
。
図
版
を
掲

載
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
そ

の
記
載
に
よ
っ
て
こ
の
領
収
書
の
年
代
と

作
成
経
緯
が
判
明
す
る
。「
辰
二
月
廿
三

日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
年
代
は
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）。
し
た
が
っ
て
市
村
座
の
演
目

は
、
初
代
坂ば

ん

東ど
う

彦ひ
こ

三さ
ぶ

郎ろ
う

、
大お

お

谷た
に

鬼お
に

次じ

が
出

演
し
た「
紋も

ん

尽づ
く
し

名な

護ご

屋や

曽そ

我が

」。
作
成
経
緯

は
概お

お
む

ね
次
の
よ
う
で
あ
る
。
人
宿
米
屋
が

日
頃
出
入
り
し
て
い
る
お
得
意
様
、
丹
波

大
名
が
歌
舞
伎
を
観
た
ら
ハ
ウ
マッ
チ
?

都
市
歴
史
研
究
室
学
芸
員

市
川
寛
明
・
文

図版1　覚（市村座観劇代金領収書）
1748年（延享5）　大坂屋平兵衛（米屋久右衛門宛）／作成　資料番号：88209161

国
山や

ま

家が

藩
谷
家
の「
御
奥
様
并

な
ら
び
に

御
娘
様
」の

「
御
ね
た
り
」
を
う
け
、
芝
居
茶
屋
大
坂
屋

に
桟
敷
席
と
酒
肴
を
発
注
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
米
屋
の
帳
簿
に
は
、こ

の
時
の
代
金
を
谷
家
か
ら
請
け
取
っ
た
記
録

が
見
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
米
屋
は
こ
の
時

の
観
劇
経
費
を
一
旦
立
て
替
え
、本
業
で
あ

る
武
家
奉
公
人
の
派
遣
代
金
に
上
乗
せ
し

て
請
求
・
回
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
。米
屋
は
営

業
の
場
と
し
て
市
村
座
を
使
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、こ
れ
も
当
時
の
商
慣
行
の
一
端
を
示
す

も
の
と
い
え
よ
う
。
芸
能
史
と
商
業
史
、そ

の
両
面
か
ら
実
に
面
白
い
史
料
で
あ
る
。

し
て
偶
然
見
つ
け
た
記
録
の
方
が
探
し
求

め
て
い
た
本
題
よ
り
も
断
然
面
白
か
っ
た

り
す
る
。
今
回
紹
介
す
る
の
も
偶
然
見
い

だ
し
た
逸
品
で
あ
る
。

ま
ず
は
図
版
1
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

表
題
に「
覚
」
と
あ
る
こ
の
古
文
書
は
、
現

在
の
人
材
派
遣
業
に
似
た
人ひ

と

宿や
ど

を
家
業
と

す
る
米こ

め

屋や

田
中
家
の
帳
簿「
延
享
四
年
正

月
吉
日
よ
り
記
録
」（
米
屋
田
中
家
文
書

8
8
2
0
9
1
6
1
、
以
下「
記
録
」）
を

読
ん
で
い
た
時
、
そ
の
丁
合
か
ら
見
つ
け
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に「
一
、百
五
匁

市
村
座
桟さ

敷じ
き

」
と
あ
り
、
末
尾
に「
金
三
両

壱
分
ト
壱
貫
百
四
拾
七
文
」、「
慥

た
し
かニ
請
取

申
候
」、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
が

江
戸
三
座
の
ひ
と
つ
市
村
座
で
歌
舞
伎
を

観
た
と
き
の
代
金
の
領
収
書
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
差
出
人
の
大
坂
屋
の
下
に

押
さ
れ
た
墨す

み

印い
ん

が
、
こ
の
領
収
書
が
写
で
は

な
く
本
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
領
収
書
の
内
容
を
一
覧
す
る
と
表

1
の
よ
う
に
な
る
。
桟
敷
に
毛も

う

氈せ
ん

・
敷
物
・

た
ば
こ
盆
、
配
役
な
ど
が
記
さ
れ
た
番
附
、

酒
と
蛸た

こ

の
や
わ
ら
か
煮
な
ど
の
肴

さ
か
な
が
列
記

項目 単価 数量 金額

1 桟敷 35匁 3間 銀105匁

2 毛氈 100文 1枚 銭100文

3 敷物代・たばこ盆 銭300文

4 大銅子（壺） 銭200文

5 番附 12文 7冊 銭84文

6 御取肴 3匁 2人前 銀6匁

7 朝茶漬 23人前 銭1532文

8 御上料理 4人前 銀8匁

9 次支度 1.5匁 20人前 銀30匁

10 重の物 13匁 2組 銀26匁

11 蛸やわらか煮 銀4匁

12 御供半畳・四人火縄 銭200文

合計 金3両1分＋銭1147文（史料値）

表1　市村座歌舞伎観劇経費請求書内訳
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図
書
室
で
は
、
特
別
展「
戦
国
!
井
伊

直
虎
か
ら
直
政
へ
」（
7
月
4
日
|
8
月
6

日
）
開
催
期
間
中
、
関
連
す
る
図
書
を
集
め

た
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
直
虎
や
井

伊
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
館
で
平
成
28

「夏休み! こども歴史学習相談」開催 !
7月15日（土）～9月3日（日）
「徳川家康について調べるには?」「江戸でリサイクルされていたものを調べる
には?」など、江戸東京の歴史に関する疑問解決に役立つ本をご紹介します。
夏休みの自由研究に、ぜひ図書室をご活用ください（質問者の代わりに調べる、
解答することはできませんのでご了承ください）。
場所：7階図書室　開室時間：9：30～17：30
閲覧･複写請求受付時間：9：30～11：30、13：00～16：30
＊利用について、詳しくは当館ホームページをご覧ください。

＊映像ホール、映像ライブラリー、図書室を除く。
＊ミュージアムショップの営業については館ホームページをご覧ください。
＊入館は閉館の30分前まで。

特
別
展

『
戦
国
！
井
伊
直
虎
か
ら
直
政
へ
』

関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー

金
曜
の
夜
は

江
戸
博
へ
!

年
度
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展「
真
田
丸
」
を

は
じ
め
、
過
去
の
展
覧
会
図
録
は
全
て
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ
戦
国
時
代
を

扱
っ
た
展
覧
会
が
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
展

示
さ
れ
た
の
か
、比
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
で

し
ょ
う
。そ
れ
以
外
に
も
、

『
戦
国
大
名
論
集
』
全
18

巻（
吉
川
弘
文
館
刊
）
な

ど
、
武
将
た
ち
に
つ
い
て

の
研
究
書
や
雑
誌
の
特

集
号
、
さ
ら
に
、
近
頃
、

幅
広
い
層
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
刀
剣
や
甲

冑
に
関
す
る
図
書
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
展
覧

会
と
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

企
画
展「
発
掘
さ
れ
た

日
本
列
島
2
0
1
7
」

（
6
月
3
日
|
7
月
23

日
）関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー

も
同
時
に
設
け
て
い
ま

す
。

夜間特別開館
7月21、28日、8月4、11、18、25日の金曜日は21時まで開館

｜特典1｜ 常設展は学生無料　学生証提示

｜特典2｜ 常設展は一般、65歳以上は2割引

｜特典3｜ 江戸東京博物館チケット（常設展・特別展）提示でレストラン・カフェ割引（5％～10％）
＊「緑茶処 両国茶ら良（さらら）」は21:00まで、

    「和食処 桜茶寮」「フィンズカフェ＆レストラン」は19:00まで

図書室から
お知らせ

江戸東京博物館公式キャラクター　
ギボちゃん

江
戸
博
へ

江
戸
博
へ

江
戸
博
へ

17:30～21:00の入館・ご利用でお得な特典!



江戸東京博物館分館
江戸東京たてもの園から

江戸東京たてもの園 〒184-0005 小金井市桜町3-7-1（都立小金井公園内）  
TEL  042-388-3300   http://www.tatemonoen.jp

た
て
も
の
園
に
移
築
さ
れ
て
い
る「
丸
二
商
店
」は
、昭
和

初
期
に
現
在
の
千
代
田
区
神
田
神
保
町
に
建
て
ら
れ
た
荒

物
屋
で
す
。1
9
9
8
年（
平
成
10
）に
小
金
井
の
地
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
80
〜
90
年
の
あ
い
だ
風
雪
に
耐
え

て
き
た
の
で
す
が
、劣
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、屋
根
の
一
部
を
造
り
替
え
て
雨
水
の
流
れ
を
変
え
、

柱
の
腐
朽
部
分
を
新
し
い
も
の
で
補
修
し
、緊
急
の
修
繕
工

事
を
行
い
ま
し
た
。見
た
目
は
極
力
そ
の
ま
ま
に
し
て
、傷

ん
だ
部
分
を
修
繕
す
る
た
め
に
、
伝
統
の
技
と
現
代
の
技

術
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、丸
二
商
店
の
お
化
粧
直
し

が
完
了
し
ま
し
た
。

丸
二
商
店
、化
粧
直
し
完
了
!

丸二商店（江戸東京たてもの園）

当日受付教室
場所／表記がない場合、常設展示室5階ミュージアム・ラボで開催

事前応募制教室
場所／歴史散歩以外は1階会議室

●歌舞伎の化粧をしてみよう（子供向け）
日時：7月23日（日） 13：30～15：30
対象：小3～中学生　定員：20名
締切：7月8日（土）
●江戸切子体験教室
日時：7月28日（金）①13：30～14：45 ②15：00～16：15

7月29日（土）①10：45～12：00 ②13：30～14：45
特別講師：川井更造（江戸切子士）
対象：小4以上　定員：各回11名　締切：7月14日（金）
●親子工作教室「からくり玩具・はしごくだりを作ろう!」
日時：7月30日（日） 13：30～15：30
対象・定員：小3～6の親子16組
（1組の親子で1つ作ります）
締切：7月15日（土）
●浮世絵摺り体験教室
日時：8月20日（日） 12：30～15：00
特別講師：松崎啓三郎（摺師）
対象：小5以上　定員：20名　締切：8月5日（土）
●歴史散歩「大手門から半蔵門～桜田門まで内堀を巡る～」
日時：9月10日（日） 13：00～16：00 対象：一般　定員：20名
締切：8月26日（土）　＊荒天時は9月17日（日）に順延

●藍色のてるてる坊主を作ろう
日時：7月1日（土）①13：00～13：20 ②13：25～13：45 ③13：50～14：10
対象：小学生以上　定員：各回20名　＊12：50～会場で整理券配布

●和算パズル
日時：7月8日（土）、9月2日（土） 13：00～15：30（受付終了15：00）　対象：小4以上
●反古紙で小物を作ろう
日時：7月8日（土）、9月2日（土） 13：00～15：30（受付終了15：00）　対象：小学生以上
●ときめきユカタ体験
日時：7月15日（土）、8月27日（日）  

10：30～12：00（受付終了11：30）
対象：3歳以上　定員：25名程度
●歌舞伎の鳴り物を鳴らしてみよう
日時：8月26日（土）①12：00～12：30 ②13：30～14：00
対象：幼児～一般
●秋の藍の建て染め体験
日時：9月9日（土） 12：30～14：30
対象：小学生以上～一般　定員：50名
場所：3階江戸東京ひろば　北側休憩所
＊12：20～会場で整理券配布
＊荒天などによるひろば閉鎖時は中止となります。

●万華鏡で遊ぼう
日時：9月9日（土） 10：30～12：00（受付終了11：30）　対象：小3以上　定員：15名
●三越双六で遊ぼう!
日時：9月24日（日）①13：30～ ②14：00～ ③14：30～
対象：3歳以上　定員：各回4名　場所：常設展示室5階、モダン東京コーナー三越双六前

地域展「“速報”四谷一丁目遺跡─麹生産にみる
江戸・東京─」みどころ  7月7日、14日、21日
特集展示「東海道五拾三次展」みどころ  7月28日、8月4日

企画展「徳川将軍家へようこそ」（仮）みどころ  8月11日、18日、25日
関東大震災  9月1日

モダン東京  9月8日、15日
江戸の美  9月22日、29日

ミュージアムトーク

往復はがき（62円×2=124円）に住所、氏名、ふりがな（2名様まで）、年
齢、電話番号、希望講座名（江戸切子は希望日、時間）を明記の上、下記
へ（締切日消印有効）
〒130-0015東京都墨田区横網1-4-1
江戸東京博物館　ボランティア事務局　ふれあい体験教室係

お問い合わせ 03-3626-9974（代表）
ホームページ http://www.edo-tokyo-museum.or.jp
来館のご案内 JR総武線「両国駅」西口から徒歩3分、東口から徒歩7分

都営地下鉄大江戸線「両国駅（江戸東京博物館前）」A3・A4出口から徒歩1分
都バス錦27・両28・門33系統 墨田区内循環バス南部ルート「都営両国駅前
（江戸東京博物館前）」下車、徒歩3分

発行日  2017年（平成29）6月23日（金）
編集・発行 公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館

〒130-0015 東京都墨田区横網1-4-1
制作・印刷 美術出版社 デザインセンター

Vol.98
滋賀県指定有形文化財
朱漆塗紺糸威縫延腰取
二枚胴具足
桃山時代～江戸時代初期  
彦根城博物館蔵
（井伊家伝来資料）
彦根藩井伊家二代・直孝
所用と伝える具足。全身を
朱漆塗とし、典型的な「井
伊の赤備え」の形式です。
兜の側面に長大な天衝が
据えられています。

1584年（天正12）、羽柴秀吉と織田信雄が織田信長の後
継をめぐり争った戦いを描いています。この戦いで井伊直
政は先鋒として武功をあげ、六万石の加増を受けました。

豊田市指定文化財  長久手合戦図屏風（浦野家旧蔵）
江戸時代  豊田市郷土資料館蔵

表 紙 解 説

●常設展示室の見どころを学芸員が解説します。  ●日時／毎週金曜日 16：00から
●常設展示室5階の日本橋下までお集りください。所要時間は約30分です。

催し物のご案内 夏期ふれあい体験教室　●いずれも参加無料（常設展示室内で開催の教室は観覧券が必要）　●講師：ふれあいボランティア

00 16：15

お
申
し
込
み

方
法

30～14：00

屋根の手前側、明るい色の部分が今回葺き変え
た部分




